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ジャパンフラワーセレクション２００９－２０１０  

「切花部門・鉢物部門の春審査会」を２００９年３月２６日（木）に 

２００９日本フラワー＆ガーデンショウ（千葉市：幕張メッセ）において実施しました。 

 
部 門 名 審 査 日 審査対象品種 入賞品種数 

切 花 部 門 
2009 年 3 月 26 日（木） 

２１品種 ２０品種 

鉢 物 部 門 ３３品種 ３３品種 

 
１．概要 

 全国規模の花き新品種コンテスト「ジャパンフラワーセレクション２００９－２０１０」の切花部門・

鉢物部門の審査会を、２００９日本フラワー＆ガーデンショウの会場で実施し、切花部門２０品種、鉢

物部門３３品種の入賞が決定しました。 

入賞した品種は、認定登録を行うことにより花の業界が推奨する品種として「JFS受賞マーク」を表示

して販売されることとなります。また、年末の中央審査委員会で年間を通じて決定する「フラワー・オ

ブ・ザ・イヤー（最優秀賞）」「ベスト・フラワー（優秀賞）」「特別賞」の対象品種としてノミネートさ

れます。 

 

２．審査結果の概要 

 

（１）「切花部門・鉢物部門の春審査会」の実施概要 

■日時：２００９年３月２６日（金）１６:３０～１９:００        

■場所：２００９日本フラワー＆ガーデンショウ（千葉市：幕張メッセ） 

 

（２）審査対象および結果 

バラ、トルコギキョウなどの新品種合計５４品種の出品があり、これを審査しました。 
「切花部門」は、出品品種数：２１品種  入賞品種数：２０品種 
「鉢物部門」は、出品品種数：３３品種  入賞品種数：３３品種 

 
■審査委員 

国内の花き業界を代表する学識者、フラワーデザイナー、花の市場関係者などが、公正な視点で専

門的に審査を行ないました。 

 

【切花部門】  

審査委員長 今西 英雄（東京農業大学農学部 客員教授）  
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大川  清（静岡大学 名誉教授） 

小泉  徹（株式会社白楽花園 代表取締役） 

宍戸  純（株式会社大田花き 営業本部 第１グループ 仕入切花担当 MG） 

米田  勝（株式会社花ぬすびと 代表取締役社長） 

 

【鉢物部門】  

審査委員長 長岡  求（株式会社フラワーオークションジャパン 取締役）  

金子 彰五（吹上花園 店主／㈳日本生花商協会 副会長） 

腰岡  政二（日本大学 生物資源科学部 教授） 

畑中 孝晴（財団法人日本花普及センター 理事長） 

三浦 俊雄（園芸家 三浦花園 代表）   

 
（４）入賞品種および受賞者 

別紙のとおり 

 
（３）審査委員長講評の概要 

【切花部門】 
今回の審査会における切花部門に出品された審査対象品種は２１点であり、審査の結果２０点が入賞

となり、大変高い入賞率であった。その中で、バラ２点の出品に対しては、評価が高く、非常に優れて

いるとされた。「サムライ 08」は、大輪の赤で、巻きが厚くて弁質もよく、花色は「ローテローゼ」に近

く、これに取って代わる品種として期待できるとの高い評価を得た。「レディ チャペル」は、淡いピン

ク色で、葉とのバランスがよく、オールドローズで柔らかい感じがする品種であり、甘いフルーティな

香りとトゲなしであることも高く評価された。出品点数が今回６点と最も出品が多かったラナンキュラ

スは、全てが入賞し、中でも、「オルレアン」は、バラの代品にもなる大きさで、淡いピンクの花弁の間

に小さな赤の小弁があるという新しい花の感覚が高く評価された。また、他の品種も花色がユニークで、

多花性で採花本数が多いなど新奇性の高いものばかりであった。次に、５点と出品が多かったデルフィ

ニウムは、いずれもシネンシス系の品種で、うち４点が入賞となり、生産性が高いことや、花色の良さ

などが評価された。その他、ケイオウザクラを八重咲きに改良した「春月花」、花色に独特な雰囲気があ

るスイートピーの「式部」も注目された。 
  
【鉢物部門】 
鉢物部門は、３３点の出展があり、審査の結果、３３点すべてを入賞とした。入賞品種の中でも特に高

く評価されたのは、洋ラン３点とビオラ１点である。 
まず、ミルトニア「エンジェル ハート」は、従来の品種に比べて目立って花が大きいこと、また、花

被が肉厚であることの 2 点から高く評価を得た。ミルトニアは、洋ランの中では概して花持ちが短いが、

この品種は、肉厚な弁質から花持ちが長いと推測され、流通途中の傷みが発生しにくいと推測される。ま

た、草勢が強健で、2 年で製品化が可能であることも優れた特性である。もう一つはファレノプシスの「ゴ

ールデンチェリー」である。この品種は、花は中輪系であるが一回り大きく、黄色がよく発色した中に赤

色のリップが目を引く明るい感じの品種である。ファレノプシスに新たな価値を提供する品種として評価
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された。残る一点はシンビジウムの「篝火」である。和蘭シリーズとして販売されるように地味目の色合

いだが、花茎は 80cm ほどに伸び、存在感がある。 
洋ラン以外で高く評価されたのは、ビオラ「チェルシーブルー」である。ブルーと白のコントラストが

良く、何よりも花茎がまっすぐ立ちあがる姿が美しさを添えている品種である。また、ビオラ「マイファ

ニープリンセス・イエロー」は、クリアなレモンイエローの花色が素晴らしい。 
その他の品種で目を引いたのは、以下の通りである。 
まず、ペチュニア「サフィニアブーケ レッド」は、赤色の発色がよく、草姿がコンパクトにまとまる

とともに、株全体に花が着くバランスの良さが目を引き、評価された。 
また、ファレノプシス「バンジースノー」は、１花茎に着く花の数が多く、花茎をまっすぐ伸ばしたバ

ランスの良い鉢物となるといったユニークさが評価された。 
シャクナゲ「北国の春」は、邦産ツツジ類による多元交配から作出された品種であり、新たなジャンル

の品種群になる可能性を評価された。 
そして、マーガレット「風恋香」は、マーガレットとハナワギクの遠種間交雑により、胚培養の技術を

使って作出された品種である。草姿は、両親の中間であり、花は一回り大きく、辺花の白色と芯花の黒色

のコントラストが目を引く品種である。そして、マーガレットとしては、珍しく香りがあり、それもラベ

ンダーに似た芳香がある点など評価された。 
 

３．今後の審査会開催予定 

【切花・鉢物部門】 

開催時期 審査会の概要 

200９年 11 月 頃 

切花・鉢物部門 秋の審査会 in「かんさいフラワーショー200９」の審査会（予定） 

■「かんさいフラワーショー２００９」にて開催予定 

  会場：花博記念公園鶴見緑地水の館ホール〈大阪市鶴見区> 

 

【花壇苗等・コンテナ苗部門】 

開催時期 審査会の概要 

冬春審査会 

審 査 日： 5 月２２日（入賞の最終決定） 

（３月１７日に生育途中での評価の為の審査会を実施）     

観 察 会：2009 年 6 月頃まで 

植栽期間：2009 年６月頃まで 

花壇・コンテナ苗等部門 冬春の審査会 

会場：静岡県浜松市 浜名湖ガーデンパーク 

夏秋審査会 

審 査 日：① 7 月頃（生育途中での評価） 

② 11 月頃（入賞の最終決定） 

観 察 会：2009 年６月頃～11 月頃 

植栽期間：2009 年５月頃～11 月頃 

花壇・コンテナ苗等部門 夏秋の審査会 

会場：静岡県浜松市 浜名湖ガーデンパーク 

  

左記が、生活者に「これが優れた新品種です」とお知らせする JFS 受賞マークです。日本語の

「花」と英語の「Flower」をかけあわせて新しい花の固有性を表現しました。 

なお、審査会で選定された入賞品種には、認定登録を経て、このマークを使用した販売活動が

可能となります。 

 
世界の新品種コンテストとしては、北米を中心とした全世界的なオールアメリカ  
セレクション、ヨーロッパを中心としたフローロ・セレクトがありますが、アジア発、       
日本発の新品種のコンテストは、このジャパンフラワーセレクションがはじめてです。 

 ■お問い合せ先 
ジャパンフラワーセレクション実行協議会事務局 
〒103－0004 中央区東日本橋3－6－17 山一ビル４階 （財）日本花普及センター内 
TEL ０３－３６６４－８７３９   FAX ０３－３６６４－８７４３ 
E-mail：jfpc@jfpc.or.jp  ★過去の入賞品種はこちらをご覧下さい。www.jf-selections.net  




